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intheCompressionStrengthofHinoki(Cha'maecyParisobutusa Sieb.et

Zucc,)

われわれが建築材などに木材を用いる場合,その材の強度が問題になる｡ ところが,破壊現

象が構造敏感性であるために,強度は測定条件によってその値を異にすることがしばしば起 り

小試片による破壊強度より低い値で構造材などの大きい材料が節などのないいわゆる無欠点材

でも破壊する場合がある｡ これがいわゆる強度に対する寸法効果である｡

筆者らは先に ヒノキ,ブナおよびラワンについて,引張 りおよび曲げ強度における寸法効果

を取 り扱い,最弱 リンク理論によってこの硯象を説明した1)が,その後 JIS規格に定められた

圧縮試験に準 じた方法で ヒノキの圧縮強度における寸法効果を取 り扱ったので,ここにその絡

果をのへ,その方面の資料に供したい｡

実 験 方 法

供試材 :長さ 1.5m,直径約 40cm の ヒノキの電柱一本 よりつぎにのべるすべての試片を-

無作為に採取した｡またその中より年輪巾の大きいものと小さいものとを別にした｡前者は心

材部分であり,後者は辺材部分に大体相当する｡

試片の形状および寸法 :試片の形状は Fig.1.に示す如 く正方断面をもち,高さが断面の一

辺の2倍である直方体で,その寸法を 50×50×100mm3.20×20×40mm3,10×10×20mm3,

5×5×10∽∽ 3 の 4段階とした｡ これ らを寸法の大きい方から SizeI,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ,ⅠⅤ とする｡

なお,これらの試片はすべて節などを含まないいわゆる無欠点材である｡

Fig.1Formsofspecimens

(L) Compressionparalleltothegrain

(氏),(T) Compressionperpendiculartothegrain

kgのアムスラ-型万能試験機で, 他はすべて最高4

試験条件および試験機 :荷重方向

は Fig.1の如 く繊維粧そう方向(縦

圧縮) と繊維に直角な方向(横圧縮)

の二つで,後者はさらに半経方向へ

の圧縮 と接線方向への圧縮の二つに

別かれる｡ これらをそれぞれLR,

T とする｡

用いた試験機は ILのみが最高20.

トンのアムスラー型万 能 試 験 機,

BIR, 甜T,ⅣR,ⅣTは最高 100

トンのアムスラ-型万能試験機である｡

荷重速度は縦圧縮で毎分 100kg/cm2 横圧縮で毎分 15kg/cmO-を用いた｡
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実 験 結 果 お よ び 考 案

実験結果は Tablelに示す通 りである｡ この表にはそれj:'れ用いた試片の性質を示すため

に比重,含水率,平均年輪巾のそれぞれの平均をも同時に示してある｡表の最後の欄は各寸法

の強度間に差を認めてよいかどうかを分散分析法 (一元配置法)で検定した結果を示す｡

この結果より考えれば, ヒノキの心材部分についてはその荷重方向の如何にかかわらず,読
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験片の寸法がことなるとその材の強度がはっきりことなった値を示し,しかも試片が大きくな

るに従って強度値が煩 く現れるといいうる｡また一方,主 として辺材部分では縦方向の圧縮に

対 しては圧縮強度′の寸法効果を示すが,横方向に対 してほ寸法を少 々かえても強度の値は変化

しないということができる｡

しかし,ここで問題 となるのはわれわれの圧縮試験の結果が正確にその材料の圧縮強度を示

しているかどうかということである｡

圧縮試験を行っていて,しばしば起る破壊は上下加圧面近傍におけるつぶれ と,直方体の単

斜晶あるいは≡斜晶類似の形への変形である｡ これ らの場合はいづれ も圧縮破壊固有の滑 り破

壊面が出現 しない｡したがって,この時の応力は正確な意味における圧縮破壊応力を示しては

いないことになる｡ これ らの原因は試験片上下端面 と加圧板 との間の摩擦および試験片の仕上

げ精度一 正確な直方体か否か- に関係した偏心荷重によっておこる異常力によるものと考

えられるが,われわれの実験においても試片の仕上げ,荷重のかけ方などに細心の注意を払っ

てなおかつ上記の破壊がしばしば現れた｡とくに,前者は実験にいかに注意するとも避けられ

ない問題 と思われる｡

この意味において Tablelの圧縮 強度は正確な ヒノキの圧縮強度を表わ しているとは言い

難いし,また上記の異常な力の影響が試験片の寸法によりことなる場合が考えられ,その結果

が見掛け上の強度の寸法効果として硯れる可能性があるから,この実験結果のみからは正確な

意味における圧縮強度の寸法効果ははっきり断定できない｡したがって,この結果はJIS規格

に準 じて行った一つの参考資料にとどめるべきであろう｡

(良)

Fig.2.Fracturemarkings
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戟

なお,圧縮破壊固有の滑 り破壊面

の出現 した典型的 と思われる一例を

Fig.2に示した｡ この結果,横圧縮

においては春秋材の境が破壊に大 き

な役割を果 しているようである｡


